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２
月
23
日
（
水
）、「
移
住
促
進
・
空
き
家
対
策
」
チ
ー
ム

に
よ
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
現
地
視
察
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、「
実
際
に
目
で
見
て
、
登
録
物
件
の
状
態
（
建
物
・

周
囲
環
境
等
）
を
確
認
し
、
来
年
度
の
チ
ー
ム
活
動
に
つ
な

げ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
登
録
物
件
中
５
物
件
を

視
察
し
ま
し
た
。 

「
自
然
環
境
豊
か
な
町
に
移
住
し
た
い
。」「
農
業
が
し
た

い
。」「
古
民
家
に
暮
ら
し
た
い
。」「
起
業
し
て
地
域
の
役
に

立
ち
た
い
。」…

 

神
石
高
原
町
へ
の
移
住
・
定
住
を
考
え
る

方
々
の
ニ
ー
ズ
に
、
地
域
と
し
て
応
え
る
た
め
に
も
情
報
収

集
・
共
有
が
重
要
と
考
え
ま
す
。 

今
回
の
現
地
視
察
が
、
今
後
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
や
、

「
地
域
づ
く
り
」
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
「
移
住
促
進
・
空
き
家
対
策
」
チ
ー
ム
で
は
、
広

報
紙
「
ゆ
き
の
灯
り
」
を
通
じ
て
短
期
集
中
連
載
企
画
と
し

て
「
空
き
家
や
土
地
」
に
係
る
意
識
喚
起
や
情
報
提
供
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。（
こ
れ
ら
の
記
事
は
、「
油
木
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
空
き
家
・
土
地
活
用
に
関
す
る
取
り
組

み
の
紹
介
」
と
し
て
、
広
島
神
石
高
原
町
友
会
を
通
じ
て
会

員
の
方
々
へ
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。） 

 

「
空
き
家
や
土
地
」
に
関
す
る
新
し
い
情
報
が
あ
れ
ば
、

提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
推
進
に
つ
い
て
（
２
月
現
在
） 

○
現
在
ま
で
に
、
油
木
地
区
で
は
70
件
余
り
成
約
。 

○
現
在
、
町
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
は
14
件
。 

○
物
件
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
600
件
余
り
。 

○
登
録
物
件
で
は
、
す
ぐ
に
契
約
で
き
そ
う
な
も
の
も
あ
る 

 

が
、
難
し
い
物
件
が
多
い
。 

○
空
き
家
が
生
じ
た
際
に
は
、
早
め
に
登
録
し
て
ほ
し
い
。 

 

 

 

 

 

愛犬（監督）ダボと出動！ 

油木協働支援センターでは 

「油木のちょっといい話」

を募集しています。 

心温まる話題をお知らせく

ださい。話題が皆さんと共

有できればいいですね。 

 

冬
型
の
気
圧
配
置
が
高
ま
っ
た
２
月
17
日
（
木
）、 

「
青
少
年
育
成
神
石
高
原
町
民
会
議
油
木
委
員
会
」
に
よ

る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
前
夜
か
ら
の
積
雪
に
よ
り
、
道
路
も
凍
結
状
態

で
大
変
寒
い
朝
で
し
た
が
、
街
角
に
立
た
れ
た
方
々
は
、

登
校
し
て
く
る
児
童
・
生
徒
に
積
極
的
に
声
を
か
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
場
筋
に
住
ま
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
自
宅

前
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
油
木
高
生
徒
の

た
め
に
道
路
沿
い
の
雪
を
は
ね
て
、
動
線
を
確
保
し
て
下

さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。（
中
国
バ
ス
営
業
所
付
近
） 

 

「
青
少
年
育
成
神
石
高
原
町
民
会
議
」
は
、「
次
の
時 

代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
」
こ
と
を
目
的 

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
全
体
で
地
域
の
子 

ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育 

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り 

ま
せ
ん
。 

 

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」 

の
連
携
が
大
切
で
す
。 

 

 

 

東
油
木
（
宗
兼
）
に
お
住
い
の
松
本
彰
夫
さ
ん
は
10

年
以
上
前
か
ら
雪
が
積
も
る
と
雪
ハ
ネ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

積
雪
予
報
が
出
た
日
は
、
朝
４
時
か
ら
東
油
木
・
南 

油
木
・
小
野
に
か
け
て
、
町
道
や
農
道
を
約
３
時
間
か

け
て
雪
ハ
ネ
を
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。（
現
在
、
小
野
地

区
は
若
い
世
代
の
方
が
作
業
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。） 

 

雪
ハ
ネ
用
器
具
は
重
い
と
一
人
で
の
付
替
え
が
で
き

な
い
た
め
、
強
度
的
に
あ
ま
り
頑
丈
に
で
き
ず
、 

か
と
い
っ
て
軽
す
ぎ
る
と
雪
を
脇
に
寄
せ
る
こ
と
が
難

し
く
、
ま
た
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
を
牽
引
す
る
た
め
３

年
程
度
し
か
持
た
な
い
そ
う
で
す
。
初
代
は
自
前
で
製

作
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
２
代
目
か
ら
は
自
治
振
興
会

で
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
、
現
在
は
４
代

目
が
活
躍
中
で
す
。 

 

雪
ハ
ネ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ら
れ
た
頃
に
は
、
雪

と
道
路
の
境
が
わ
か
ら
ず
、
車
が
路
肩
か
ら
落
ち
て
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。（
冬
の
朝
、
ま

だ
暗
い
時
間
帯
か
ら
の
危
険
な
作
業
を
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。） 

 

写
真
に
は
荷
台
に
愛
犬
ダ
ボ
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
雪 

ハ
ネ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
る
際
に
は
、
ダ
ボ
が
監
督
と 

し
て
荷
台
か
ら
見
守
っ
て 

く
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感 

謝
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら 

な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
し 

ま
す
。 

 

 

 

■学校 

 子どもが大人になる過程で人間として必要な知識・技術及 

び価値や態度の基礎・基本を組織的・計画的に教育する場。 

■家庭 

 乳幼児期の親子の絆の形成にはじまる家族とのふれあいを通 

じ、生きていくうえでの基礎的な質や能力を育成する場であ 

り、すべての教育の出発点。 

■地域 

 子どもにとって、多様な体験を通して社会人として必要な知 

識や技術を身につける場であり、家庭や学校だけでは身につ  

けることができないルールや社会慣習について学ぶ場。大人 

にとっても日常的な場であり、学習の場として重要な意味を 

もつ。 

 

 

 

子どもたちの「ために」してあげるという考え方よりも、子どもと

「ともに」大人も自ら育っていくとう考え方に立つことが必要です。 

 

－感想－ 

〇年月が経過して痛みの目立つ家屋もあり、「空き家バ

ンク登録」は早いほど良いのではないでしょうか。 

〇登録する側も「登録後放置する」ことなく、可能な

限りのケア（家屋内の空気の入替や家財道具の整理

等）が必要だと思います。 

〇ご先祖様の扱いも考えることが必要だと思います。 
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子どもの起床・就寝時間に注意する。「出典：文部科学省」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－地域の子どもを見守り育てましょう－（油木協働支援センター） 

 子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時間も短くなっています。 

深夜テレビや２４時間営業の店などが世の中にあふれる中、家庭にお

いても、大人の夜型の生活に子どもを巻き込んでいるのではないでし

ょうか。 

 早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をとることは、子どもの健

やかな成長と生活リズムを確立するため 

には大切です。家庭で早寝早起きのルー 

ルをつくり、習慣をつけるようにしまし 

ょう。 
 

 

0 20 40 60 80 100 120

小学校

次の日に学校がある日は、ふだん何時ごろ寝ますか

～21:00 21:00～22:00 22:00～23:00

23:00～24:00 24:00～1:00 1:00～2:00

2:00～3:00 3:00～

 

 

資料 家庭教育の総合的推進に 

関する調査研究 

   全国１９５校（小５） 

平成２６年 文部科学省 

 

 

 

 

 

 

・どなたでも掲載することができます。 

・町内の方は１回 1,500円 町外の方は１回 3,000円です。 

・大きさは縦５㎝以下×横９㎝以下です。 

お問い合わせ・お申し込み 

油木協働支援センター 

☏  ８２－０７０１ 

📠 ８２－２２２８ 

 

－不定期連載企画－ 

頭の体操 ２月号回答    正解 ２：チヌ（クロダイ） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

解説：アコウやギザミは大きくなったらオスになります。最後にオスになる種は縄張り内

や産卵場で周りの仲間の中で一番大きなものがオスに性転換し、縄張り内のメスを独り占

めにして自分の子孫を多く残す戦略を採っています。 

しかし、チヌは逆に体が大きくなったら卵を多く産め 

るため、確実に自分の子孫を多く残す戦略と考えられ 

ています。性転換する種はどちらの性も理解できるた 

め、ヒト社会のようなジェンダー問題は起きないので 

はと思います。 

 

それは４０億年前から始まった…  ～化石は何を語るのか～ 

 

 

 

 

開館：毎週月・水・金 

(11:00～19:00) 

  ※祝日・休日は閉館 

２
月
６
日
（
日
）
油
木
亀
鶴
山
八
幡
神
社
に
お
い
て
、
令

和
４
年
「
節
分
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
暦
の
上
で
は
「
立
春
」
を
過
ぎ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
日
か
ら
の
降
雪
で
油
木
亀
鶴
山
八
幡
神
社
は
雪
化
粧

と
な
り
、
雪
が
舞
う
厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
の
「
邪
気
払

い
」
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
「
無
病
息
災
」
や
「
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息
」
等 

を
願
っ
て
、
神
事
の
後
盛
大 

に
「
豆
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

真
加
部
清
麿
宮
司
や
鬼
に 

扮
し
た
「
油
木
神
楽
保
存
会
」 

の
有
志
に
よ
る
「
豆
ま
き
大 

活
劇
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、 

拝
殿
は
大
い
に
盛
り
上
が
り 

ま
し
た
。 

 

寒
い
中
に
も
「
春
」
の
気 

配
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

 

油
木
亀
鶴
山
八
幡
神
社
雪
景
色 

「節分」について文献に現れる最も古い記録は、室町時代の応永 32 年正月 8 日（1425 年 1 月 27 日）を記

した「看聞日記」「花営三代記」で、公家や武家の間で豆まきが習わしになっていたことがわかります。 

 

 

仙
養
（
恩
土
）
に
お
住
い
の
田
邉
清
正

さ
ん
か
ら
、
春
を
告
げ
る
話
題
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

  
 

 

『
平
成
２４
年
度
よ
り
１０
年
間
、「
農
村

環
境
保
全
活
動
・
地
域
環
境
の
保
全
」
の

一
環
と
し
て
、
仙
養
西
恩
土
集
落
の
農
道

沿
い
の
畦
畔
に
水
仙
・
彼
岸
花
を
毎
年
少

し
ず
つ
協
定
者
と
共
に
植
栽
を
し
て
き
ま

し
た
。 

 

毎
年
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
地

域
の
方
々
に
春
の
訪
れ
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
９
月
下
旬
に
は
秋
の
取
り
入

れ
の
忙
し
さ
の
合
間
に
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。 

 

昨
年
１１
月
２１
日
に
は
、
恩
木
迫
農
道

よ
り
分
岐
す
る
農
道
２００
ｍ
に
２０００
個
余
り

の
彼
岸
花
の
球
根
を
植
栽
し
ま
し
た
。
』 

   
神
石
高
原
町
に
も
、
野
も
山
も
春
色
に

あ
ふ
れ
る
日
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。 

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
、
訪
れ
て
自
然
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

令和２年度 水仙の開花 

令和２年度 植栽作業 

 

  

  


